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ʮը૾・ਓ能ʯʷʮੜ体ҩྍʯの༥߹ྖҬを開します。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　プロάラミンάとӳޠ、さらに、画૾ॲ理、機械学習、数理科学一ൠの知識が必要ですが、研究の中で、これらの知識・能力を৳
そうという意ཉが大事です。上ه科目やҩ用画૾工学の知識は、ೖ学後でもษڧできます。

研究室の指導方針
　研究課題の΄΅すてがଞ機関とのチームܕ共同研究プロジェクトの一෦です。研究室のࢦಋ教員だけでなく共同研究者と一ॹに、
生体ҩྍにおける実問題の解決に取り組みます。ଞ分野の研究者からみると、学生とい͑どもઐ門家とみなされます。共同研究では、
問題を、ଞ分野（主に、生体ҩྍ）の視点から理解することにՃ͑て、情報科学的視点からの分ੳ・解決を行͑る情報科学者としての
ઐ門性がٻめられます。このような研究環境の中で、情報科学、およͼ、融合ྖҬ推進のઐ門家としての自立をଅします。

この研究で身につく能力
　生体ҩྍの実問題の解決を通して、理論・ख法の理解を深め、実ફ力を高めます。ᾇ ҩ用画૾工学、多ݩ࣍画૾ॲ理、機械学習の
理論と実ࡍ、ᾈ 公開されているものも含むπーϧ・ライϒラリやਓ体データϕースの活用法を学ͼます。ಛに、深学習については、
本研究室ではҩ用画૾ೝ識における高い性能を実ূしており、最新技術を習得できます。
　共同研究を通して、高いプϨθン能力と発力をཆいます。ଞ分野のઐ門家に、自分の研究内༰をઆ໌するには、同じ分野内でのプ
Ϩθンとはҟなる本࣭的理解が必要です。本࣭的理解は、共同研究者のೲ得を得るためだけでなく、自身のʠ問題の本࣭をつく発力ʡ 
につながり、情報科学の立場からଞ分野に対して問題提ىする能力を高めます。

修了生の活躍の場
　मྃ生は、ҩྍܥ、およͼ、ҩྍとは関のない会社の྆方に就職しています。研究のಓをࢤす学生やى業をࢤす学生は全力
で支援します。

研究内容
　ࣨڀݚͰɺੜମҩ༻ը૾Λ中৺ͱ͠ ɺͯਓମҩྍΛใՊֶͷπʔϧͰੳɾཧղ͠ɺݧܦ๛ͳҩࢣͷྗΛ͞Βʹ૿ڧ
͢ΔγεςϜͷڀݚΛ͍ͯ͠· ɻ͢͜ΕʹΑΓɺैདྷͷʮͮ͘جʹݧܦҩֶʯΛʮՊֶతػংͱσʔλαΠΤϯεʹࢉܭͮ͘جҩֶʯʹ
స͢Δ͜ͱΛ͠ࢦ· ɻ͢

ᾇࢉܭղֶ
　ҩྍݱ場Ͱɺ大ͳσʔλྔͷ3次ݩը૾ɺಈଶը૾ɺ

Ө͞Ε͓ͯΓɺɺਓؒࡱը૾͕ɺʑɺڸඍݦ
Ͱ͋Δҩ͕ͦࢣΕΒσʔλͷજࡏతใྔΛϑϧ׆༻
͢Δ͜ͱ͕͘͠ͳͬͯ ͍· ɻͦ͢ͷજࡏతใྔΛϑ
ϧ׆༻͢ΔͨΊͷج൫ٕज़ͱͯ͠ ɺͪͨࢲɺଟ次ݩը
૾ղੳɺਂ ֶशɺ౷ܭղੳͳͲͷख๏ɾཧΛͯ͠ۦ ɺ
ҩ༻ը૾͔ΒਓମղɾػΛϞσϧԽ͠ɺػࢉܭʹ

ʠԾਓମʡΛࣗಈߏங͢Δʠࢉܭղ ʠֶͷڀݚΛ行ͬ
͍ͯ· ɻ͢（ਤ1）ɻ

ᾈखज़σʔλαΠΤϯε
　աڈͷऀױͷखज़લޙͷը૾ɾࠪݕσʔλɺखज़ܭը

σʔλɺखज़ϩάͳͲɺखज़ͷ全աఔͰಘΒΕΔ͋Β
ΏΔσʔλΛɺԾਓମ্ʹ౷合͠· ɻ͢͜ΕʹΑΓɺ
खज़લͷ࣬ױͷঢ়ଶɺखज़ͷ実ࢪɺखज़ޙͷ治ྍޮՌ
Λ্࣠ؒ࣌Ͱද͢ݱΔ̐次ݩԾऀױϞσϧΛߏங͠
· ɻ͢͜ͷϞσϧͷσʔλϕʔεΛػցֶश͢Δ͜ͱͰɺ
৽͍͠ऀױͷखज़લͷσʔλ͔Βɺ࠷దखज़ܭը治
ྍޮՌΛࣗಈ༧ଌ͢ΔγεςϜΛߏங͠· ɻ͢（ਤ2）

研究設備
˙ҩ用画૾ஔ：立ҐࡱӨ.3Iஔ（Esaote社製）、Իஅஔ（日

立Ξロカ製）
��）機：1Cクラスタ（��C16、���ίΞ）、深学習用(16マシンࢉܭ˙

）、フΝイϧサーό（���TB）
˙ιフトウェΞ：ݩ࣍�ҩ用画૾ॲ理システム（SZnapse VinDent ࢜

フイϧム社製）
˙センサ類：ݩ࣍�Ґஔܭଌセンサ（Northern DiHital社製）、ܗݩ࣍�

ঢ়スΩϟφ（ArteD社製）

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
˙ 研究業： ᾇ )iasa : et al. AVtomated mVsDle seHmentation 

Grom DliniDal CT VsinH BaZesian 6-net Gor personali[ed 
mVsDVloskeletal modelinH. IEEE TransaDtions on .ediDal 
ImaHinH in press.ᾈ SoVGi .. et al. LiWer shape analZsis VsinH 
partial least sRVares reHression-based statistiDal shape model: 
appliDation Gor VnderstandinH and staHinH oG liWer Gibrosis. 
International +oVrnal oG CompVter Assisted 3adioloHZ and SVrHerZ 
�������(��):����-����. ᾉ Otake : et al. 1atient-speDipD skeletal 
mVsDle Giber modelinH Grom strVDtVre tensor Gield oG DliniDal CT 
imaHes. In 1roD. .ICCAI ����:���-��. ᾊ 6emVra ,. et al. ChanHe 
in pelWiD saHittal inDlination Grom sVpine to standinH position beGore 
hip arthroplastZ. The +oVrnal oG ArthroplastZ. �������(�):����-
����.

˙  共同研究：大阪大学（ܗ֎科、์ࣹ線科）、見大学（ࣃ科）、ถ国・ジョ
ンζϗプΩンス大学（ҩ工学）、ถ国・ϋーόーυ大学（ҩ工学）、ؖ国・
AjoV大学（解学）などと共同研究。

˙ ֎෦ࢿ金：科研費・基盤(A)、A.ED、C3EST、企業共同研究

ਤ ɿ$5 ը૾ྫڀݚղֶͷࢉܭ 1 Β͔ͷྖ֨ࠎےҬͷࣗಈೝࣝͱےઢҡߦϞσϧ

ਤ 2 खज़σʔλαΠΤϯεͷྫڀݚɿେنσʔλϕʔεʹͮج ਓؔ͘અखज़ͷࢉܭϞσϧ




